
【瀬底大橋】 

沖縄本島（本部半島）と瀬底島

を結ぶ沖縄県道 172 号（瀬底健

堅線）全長 762m 昭和 60 年 2 月

完成。対岸の瀬底島、伊江島が

見渡せる駐車場は絶景ポイント 
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2020（令和 2）年度 環境保全活動実施報告 

【沖縄地区】  

(1)実施日 令和 2年 11 月 20 日(金) 

(2)実施場所 沖縄県本部町健堅浜崎海岸 

(3)参加者 33 名＋（添乗員）2 名 ＝ 計 35 名 

(4)協力 本部町健堅自治会 

(5)活動内容 午前：全員で浜崎海岸（瀬底大橋のたもと）を清掃、健堅自治会の協

力もあり、40 袋分のごみを回収いたしました。 

昼食：自分で小麦粉を捏ねた麺で「ソーキそば」とジューシーを賞味 

午後：陶芸用粘土で沖縄の守り神「シーサー」作りと絵付けを体験 

※今回は貸切バスや観光施設側のコロナ対策確認も目的のひとつ。 

(6)スケジュール 07:45 県庁前バス停集合、貸切バスにて浦添市経由、本部町へ 

10:30 本部町健堅（浜崎海岸）着  

☆☆☆ 全員で楽しく清掃活動 ☆☆☆ 

11:45 もとぶ元気村にてソーキそば作りとシーサー作り 

   コロナ感染防止策で蜜を避け交互にグループごとでの体験 

14:30「はい菜！やんばる市場」にてショッピングとトイレ休憩 

15:00 貸切バスにて浦添市経由那覇へ向けて出発 

17:00 県庁前バス停着、解散 

(7)参加者の感想 ①今回の環境保全活動に参加ができ良かったです。ビーチクリーンを

通して沖縄の自然や海を大切にしないといけないと改めて感じた。 

②コロナ対策も同時に学ぶ事ができ、とても有意義であった。 

③マスクを着けての環境保全活動は大変だったが良い体験でした。 

④手指消毒や検温など感染対策がされていて良かった。保全活動につ

いては思っていたより海岸が汚れていて驚きでした。 

⑤コロナ感染対策はとても良かった。 

⑥バスは移動時での窓の開閉は定期的に出来ないものか気になった。 

⑦昼食時に飛沫防止シートがあったのが良かった。 

⑧マスク着用の為、話しが聞きづらい時があります。もう少し工夫が

必要だと思います。 

⑨今回は観光要素（シーサー作り、そば作り体験）もあったが、環境

保全活動中心の行程でも良かったと思う。今度は北部のやんばるの森

で何か活動ができれば嬉しいです。 

⑩バスの消毒液の自動噴霧は安心して乗車することが出来ました。 

⑪このような状況（ウィズコロナ）でこそ実施する意味意義がある。 

(8)その他情報 

 

 


